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退院支援ルールの目的

岐阜医療圏域の主たる病院に入院し、退院時
に何らかのケアを必要とする患者が在宅療養
へ移行する際に、かかりつけ医、ケアマネ
ジャー、訪問看護師等に迅速、着実に引き継
ぐために作成

平成３１年３月から運用を開始しています。

入院時点から退院前カンファレンスを経て、
退院後までの情報共有ルールを策定し、
地域内で多職種が共有・周知することに
より、在宅医療への推進・均てん化を図る
ことが目的です。



退院支援ルールの対象者

• 岐阜大学医学部付属病院

• 岐阜県総合医療センター

• 岐阜市民病院

• 長良医療センター

• 岐阜赤十字病院

• 羽島市民病院

・入院時に介護保険サービスを利用していた方
・退院後に介護保険のサービスが必要な方
・その他退院支援が必要だと判断された方

退院支援ルールを運用している病院

• 東海中央病院

• 岐北厚生病院

• 松波総合病院

• 岩砂病院・岩砂マタニティ

• 朝日大学病院

将来的には岐阜医療圏の主な病院にて運用予定



岐阜市医師会のホームページ
からダウンロードできます！！



入院時や退院時の情報提供用シート
もダウンロードできます

※情報提供用シートは参考様式であり、各病院、
事業所の既存様式の使用を妨げるものでは
ありません。
既存の様式がない場合や、今後改定する際の参考に
してください。


